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７
月
18
日
に
産
業
建
設
委
員

会
を
開
催
し
た
。

建
設
部
・
水
道
部
に
よ
る
昨

年
度
の
主
要
事
業
の
実
績
報
告

及
び
、
今
年
度
の
主
要
事
業
の

実
施
計
画
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
を
受
け
、
そ
れ
に
対
し

委
員
か
ら
町
執
行
部
に
対
し
て

質
問
を
す
る
と
い
う
形
で
協
議

は
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
現
在
工
事
中
の
町

道
深
原
公
園
線
及
び
町
道
出
来

庭
川
角
中
央
線
を
現
地
視
察

し
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
と
と
も
に
、
現
地
で
気

が
付
い
た
事
項
な
ど
に
つ
い
て

質
問
等
を
行
っ
た
。

７
月
30
日
に
総
務
厚
生
委
員

会
を
開
催
し
た
。

総
務
部
・
民
生
部
か
ら
、
昨

年
度
の
主
要
事
業
の
実
績
報
告

及
び
、
今
年
度
の
主
要
事
業
の

実
施
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
委
員
か
ら
は
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
の
現
況
や
介
護
認
定
に
つ

い
て
な
ど
多
く
の
質
問
が
挙
げ

ら
れ
た
。

現
地
視
察
で
は
、
今
春
完
成

し
た
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
﹁
た
い
よ
う
﹂
︵
平

谷
地
区
︶
を
訪
問
。
施
設
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
意

見
交
換
な
ど
を
行
っ
た

９
月
25
日
に
文
教
委
員
会
を

開
催
し
た
。

初
め
に
教
育
長
か
ら
、
今
年

度
の
主
要
事
業
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
執
行
計
画
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
広
島

県
﹁
基
礎
・
基
本
﹂
定
着
状
況

調
査
及
び
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
の
結
果
の
報
告
等
も
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問
を
行
っ
た
。

ま
た
そ
の
後
、
熊
野
第
四
小

学
校
及
び
熊
野
高
等
学
校
を
訪

問
。
そ
れ
ぞ
れ
の
校
長
よ
り
学

校
の
説
明
を
受
け
た
後
、
授
業

参
観
を
行
い
、
第
四
小
学
校
で

は
、
低
学
年
の
書
道
科
を
始
め

全
学
年
の
授
業
を
見
学
し
、
熊

野
高
等
学
校
で
は
、
芸
術
類
型

の
授
業
を
見
学
し
た
。

校
長
か
ら
は
学
校
教
育
に
お

け
る
要
望
を
伺
い
、
意
見
交
換

等
も
行
っ
た
。

▲委員会室で説明を受けるようす

▲介護事業所「たいよう」を現地視察

▲委員会室で説明を受ける様子

議
会
・
委
員
会
活
動
等
紹
介

　
明
治
33
年
に
小
学
校
令
の
改
正
、

義
務
教
育
は
４
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
の
教
育
は
制

度
整
備
等
著
し
く
向
上
し
、
就
学
率

も
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に

熊
野
町
の
書
道
教
育
に
尽
力
さ
れ
た

の
が
、
隼
田
静
流
氏
で
あ
り
ま
す
。

明
治
36
年
に
は
入
門
者
数
百
数
十
名

に
も
及
び
、
門
人
よ
り
敬
愛
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　
明
治
に
な
る
と
急
速
な
筆
産
業
の

発
展
の
た
め
、
筆
職
人
の
技
術
習
得

が
間
に
合
わ
ず
﹁
熊
野
筆
は
安
か
ろ

う
、
悪
か
ろ
う
﹂
と
の
汚
名
が
全
国

に
広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
筆
づ
く
り
の
技
術

の
改
良
に
尽
力
し
た
の
が
片
川
仁
一

郎
氏
で
す
。
碑
に
は
明
治
初
期
よ
り

毛
筆
製
造
販
売
業
を
起
こ
し
、
明
治

11
年
に
は
鹿
児
島
市
に
店
舗
を
開
店

し
、
毛
筆
の
品
質
向
上
に
尽
く
し
、

九
州
各
地
に
熊
野
筆
の
信
用
と
販
路

を
広
げ
る
た
め
に
、
東
奔
西
走
さ
れ

た
功
績
が
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

取
材
／
民
法
・
時
光
・
片
川
・
沖
田

第6回

～ 明治期の熊野筆の先駆者達 ～～ 明治期の熊野筆の先駆者達 ～

　
熊
野
筆
は
明
治
の
十
年
代
ま
で

は
、
そ
の
販
路
も
比
較
的
限
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
明
治

二
十
年
代
に
入
っ
て
販
路
も
全
国
に

広
が
り
、
生
産
量
も
増
加
し
、
飛
躍

的
に
繁
栄
し
ま
し
た
。
当
町
の
記
録

に
よ
る
と
﹁
毛
筆
は
近
年
価
格
も
高

騰
し
、
工
業
者
も
増
加
せ
り
、
販
路

も
拡
張
し
盛
況
の
趣
あ
り
﹂
と
表
し

て
あ
り
ま
す
。

　
明
治
10
年
に
は
、
東
京
で
勧
業
博

覧
会
が
開
催
さ
れ
、
熊
野
か
ら
西
尾

平
助
氏
が
毛
筆
を
出
品
し
入
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、
明
治
44
年
の
大
日
本

文
具
教
育
博
覧
会
に
、
熊
野
問
屋
組

合
の
26
名
が
毛
筆
を
出
品
し
、
好
評

を
博
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
筆
産
業
は
繁
盛
を
極
め
、
兼
業
者

も
他
業
を
辞
め
専
業
と
な
り
、
こ
の

よ
う
な
傾
向
は
、
日
清
戦
争
︵
明
治

27
、28
年
︶
を
契
機
に
次
第
に
広
が
っ

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
毛
筆
業
の
発
展
の
た
め
に
大
切
な

要
素
で
あ
っ
た
書
道
教
育
の
充
実

は
、
初
期
の
毛
筆
業
に
は
大
き
な
影

響
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
期
に
お
け
る
熊
野
筆
の
繁
栄

隼
田
静
流
氏

片
川
仁
一
郎
氏

▲片川仁一郎碑（呉地四丁目2番付近）
　明治42年８月建立
　高さ：124㎝、幅：50㎝、奥行：23㎝

▲隼田静流翁碑（呉地八幡神社内）
　明治31年仲春建立
　高さ：200㎝、幅：120㎝、奥行：23㎝

インターネットで議会の
会議録と録画中継が見られます
インターネットで議会の
会議録と録画中継が見られます

産
業
建
設
委
員
会
を
開
催

総
務
厚
生
委
員
会
を
開
催

文
教
委
員
会
を
開
催

平成24年第3回定例会（6月）

分から、会議録と録画中継を公

開しています。

町のホームページを開いて

「熊野町議会」を選び、「会議録」

や「議会中継」のページから、

それぞれ見ることができます。

直接議場に来られない方にも

見ていただくことで、多くの方

に議会と行政について、より関

心と理解を深めていただきたい

と思います。

熊野町を視察訪問

■神奈川県秦野市議会
10月10日「書道教育について」

■熊本県津奈木町議会
10月16日「熊野筆を生かした
　　　　　　地域創生について」


